
仙台市土木工事週休２日モデル工事実施要領 

（令和2年7月20日 都市整備局長決裁） 

（趣旨） 

第１条 地域建設産業において，就業者の高齢化と担い手不足が進行する中，将来にわたり安定的に

社会資本を整備及び維持していくためには，若手技術者等「担い手」の確保・育成が重要な課題

となっており，対応策の一つとして，週休２日確保による建設現場の就労環境改善が求められ

る。本要領は，地域建設産業における週休２日確保に向けた課題把握とともに就労環境改善に向

けた意識涵養を目的として，仙台市が施行する土木工事の週休２日モデル工事（以下「モデル工

事」という。）について，必要な事項を定めるものとする。 

 

（発注型式） 

第２条 工事発注においては，次のいずれかによる型式を基本とする。 

（１）発注者指定型 発注者が，週休２日に取り組むことを指定する型式 

（２）受注者希望型 受注者が，工事着手前に，発注者に対して週休２日に取り組む旨を協議したう

えで取り組む型式 

 

（実施方法） 

第３条 発注者は，モデル工事の実施にあたって，別紙1に基づき，入札公告及び特記仕様書に，モ

デル工事である旨及びモデル工事の型式を明示するものとする。 

２ 発注者は，土曜日，日曜日及び国民の祝日（国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８

号）に規定する休日をいう。以下同じ。）を現場閉所の日（以下「休工日」という。）とするこ

とを前提とし，別紙２に基づき工期設定を行うものとする。 

３ モデル工事の対象期間は，現場施工に着手した日（準備期間は含まない。）から現場施工が完了

した日（後片付け期間は含まない。）までとする。 

４ モデル工事の対象期間中，原則として土曜日，日曜日及び国民の祝日を休工日とする。ただし，

現場の特性等に応じて，別の日に休工日を振り替えできるものとし，その場合においては，４週

８休を基本とするものとする。また，天候等により休工し，作業日を振り替えた場合は休工日と

して認めるものとする。なお，災害時の緊急要請等やむを得ない事情について休工日として認め

るかは，受発注者間の協議により決定するものとし，臨機に対応することとする。 

５ 受注者が発注者指定型及び受注者希望型で週休２日モデル工事に取り組む場合は，工事に着手す

るまでに，第３項及び第４項の条件を満たす実施工程表を作成し，発注者に提出するものとす

る。 

６ 受注者は，休工日を労働者等が勤務を要しない日（休暇を含む。以下「休日等」という。）とす

ることとし，下請企業を含む現場の労働者等に対して，事務作業や他現場での作業を行わないよ

う指導するものとする。 

７ 受注者は，対象期間中，やむを得ない理由で休工日に現場作業を行う場合は，事前に発注者にそ

の理由を書面で提出するものとする。 

 

（実施確認） 

第４条 受注者は，前条第５項の実施工程表に基づき，別紙３を参考とし，休工と現場の労働者等の



休日等の取得計画が確認できる休日等取得計画書（以下「計画書」という。）を作成し，発注者

へ提出するものとする。 

２ 計画書は，月単位を原則とし，初回の提出は，工事に着手するまでとし，それ以降の提出は，翌

月の作業開始前までに行うものとする。 

３ 受注者は，発注者に提出した計画書の翌月１日から７日以内（土曜日，日曜日及び国民の祝日を

除く。）に別紙４の記載例を参考とし，計画書に基づく休日等の取得の実績が確認できる休日等

取得実績書を作成し，発注者へ提出するものとする。 

 

（積算方法等） 

第５条 発注者は精算時に，別紙５に基づき，対象期間中の現場の閉所状況に応じて，それぞれの経

費に補正係数を乗じるものとする。 

 （１）発注者指定型における積算方法 

   当初積算時において４週８休以上の達成を前提とした補正係数を各経費に乗じるものとする。

なお，設計変更時において，４週８休に満たない場合は，現場の閉所状況に応じた各経費の補正

の見直しを行うものとし，４週６休に満たない場合は，各経費の補正全てを減額変更するものと

する。 

 （２）受注者希望型における積算方法 

   設計変更時において，現場の閉所状況に応じた各経費の補正を行うものとする。 

 

（アンケート調査の実施） 

第６条 受注者は，主任技術者等だけでなく下請企業を含む現場の労働者等に対しても，工事が完成

した日以降にみやぎ電子申請サービスを利用したアンケート調査に協力するように周知するもの

とする。なお，アンケート調査の対象者は，元請企業の現場代理人及び主任技術者等から1名以

上，下請企業の主任技術者等及び作業員から1社当たり2名以上とし，下請企業毎に選定するもの

とする。 

 

（工事成績評定） 

第７条 発注者は，第３条第５項及び第４条に基づく提出書類から休日等の取得の実施が確認できた

場合は，工程管理の項目における「休日の確保を行っている」及び，「その他」に「本工事は，

週休２日モデル工事であり，累計休工達成率が１００％以上であることから，週休２日の休工を

実施した。」と記載し評価を行う。 

２ 発注者は，受注者が計画書どおりに休日等の確保ができなかった場合において，工事成績評定の

減点は行わないものとする。 

 

   附 則（令和2年7月20日） 

１ この要領は，令和2年8月 1日から施行する。 

２ 本要領の施行前に仙台市週休２日モデル工事試行要領（平成30年 4月 26日 仙台市設計基準策

定委員会策定）において入札公告されたものについても本要領にて実施したものとみなす。 

   附 則（令和3年3月29日改正） 

（施行期日） 



 この改正は，令和3年4月1日から施行する。 

（経過措置） 

 改正後の仙台市週休２日モデル工事実施要領の規定は，この改正の施行日以降に入札公告されたも

のについて適用し，同日前に入札公告されたものについては，なお従前の例による。 

   附 則（令和4年3月28日改正） 

（施行期日） 

１ この改正は，令和4年4月2日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の仙台市週休２日モデル工事実施要領の規定は，この改正の施行日以降に入札公告された

ものについて適用し，同日前に入札公告されたものについては，なお従前の例による。 

 



別紙１ 

 

 

入札公告及び特記仕様書への「週休２日モデル工事」である旨の明示 

 

 

 

１． 入札公告への明示 

週休２日モデル工事は，入札公告に以下のとおり記載するものとする。 

 

入札参加者募集要項【別記】 

１．対象工事の概要 その他 

・本工事は，週休２日モデル工事（発注者指定型・受注者希望型※）の対象工

事である。 

※発注者指定型・受注者希望型のいずれかを選択し，記載すること。 

 
 

２． 特記仕様書への明示 

週休２日モデル工事は，特記仕様書に以下のとおり記載するものとする。 

 

特記仕様書 

第○条 週休２日モデル工事 

1．本工事は，週休２日モデル工事の対象工事である。実施に当たっては，

仙台市土木工事週休２日モデル工事実施要領により行う。要領は、以下

によるものとする。

（https://www.city.sendai.jp/kojikanri/jigyosha/keyaku/gijutsu/y

oko/shukyu2model.html） 

（発注者指定型の場合※） 

２．本工事は，発注者指定型の週休２日モデル工事である。そのため，当

初積算時において，４週８休以上を確保した場合の経費の補正を行うこ

ととし，設計変更時に現場の閉所状況に応じた各経費の補正の見直しを

行うこととする。 

（受注者希望型の場合※） 

２．本工事は，受注者希望型の週休２日モデル工事である。そのため，設

計変更時に現場の閉所状況に応じた各経費の補正を行うこととする。 

※発注者指定型・受注者希望型のいずれかを選択し記載すること。 



別紙２ 

週休２日モデル工事の工期設定の考え方 

 

以下により適切な工期設定を行うこと。 

 

１．準備期間 

準備に要する期間は，主たる工種区分毎に以下に示す準備期間を最低限必要な日数とし，

工事規模や地域の状況に応じて設定することとする。 

以下に記載がない工種区分については，最低３０日を最低必要日数として工事内容に合わ

せて設定することを基本とする。 

工種 準備期間 工種 準備期間 

河川工事 ４０日 舗装工事（修繕） ６０日 

河川・道路構造物工事 ４０日 共同溝工事 ８０日 

海岸工事 ４０日 トンネル工事 ８０日 

道路改良工事 ４０日 砂防・地すべり等工事 ３０日 

鋼橋架設工事 ９０日 道路維持工事 ５０日 

ＰＣ橋工事 ７０日 河川維持工事 ３０日 

橋梁保全工事 ６０日 電線共同溝工事 ９０日 

舗装工事（新設） ５０日 下水道工事 ４０日 

 

２．施工に必要な実日数 

施工に必要な実日数は，歩掛の作業日当たり標準作業量から当該工事の数量を施工するの

に必要な日数を算出する。その際，パーティ数は基本１パーティで設定することとするが，

工事全体の施工の効率性や完成時期などの外的要因も考慮の上，パーティ数を変更して良い。 

 

３．雨休率 

休日（土日，祝日，年末年始休暇及び夏期休暇），降雨日及び降雪期（暴風等の気象条件

も含む）の年間の発生率（雨休率）については，０．７とし，雨休率を見込んだ不稼働日数

は以下の例のとおり算出する。 

 

雨休率を見込んだ不稼働日数の算出方法 

例：不稼働日数 ＝ 施工に必要な実日数（１００日） × 雨休率 ０．７ ＝ ７０日 

 

 

４． その他の不稼働日 

休日及び降雨・降雪日以外の不稼働日数には，次のことを考慮する。 

① 工事の性格の考慮 

工事を行うにあたっては，その工事特有の条件がある。その条件によっては，その条

件を考慮した工期設定を行う必要があり，その条件に伴う日数を必要に応じて加算する。 

② 地域の実情の考慮 

当該工事を行う地域によっては，何らかの理由（例：地域の祭りなど）により施工出

来ない期間等がある場合は，それに伴う日数を必要に応じて加算する。 

③ その他 

上記①，②以外の事情がある場合は，適切に見込むこと。 

 

５．後片付け期間 

後片付け期間は，工種区分毎に大きな差が見受けられないことから，２０日を最低限必要

な日数とし，工事規模や地域の状況に応じて設定するものとする。 
 

 

（※「週休２日の推進に向けた適切な工期設定の運用について」（平成29年3月28日付け 国技建管第19号 国土交通省大臣

官房技術調査課建設システム管理企画室長通知）を参考に作成 



別紙５ 

 

週休２日モデル工事の経費の補正について 

 

１． 経費の補正方法 

週休２日モデル工事において，対象期間中の現場の閉所状況に応じて，以下のとおり，

それぞれの経費に補正係数を乗じるものとする。 

 

閉所状況(累計休工日達成率) 

4 週 6休以上 

4 週 7休未満 

(75.0％以上 

87.5％未満) 

4 週 7 休以上 

4 週 8休未満 

(87.5％以上 

100％未満) 

4 週 8 休以上 

 

 

(100％以上) 

経
費
の
補
正
係
数 

労務費 1.01 1.03 1.05 

機械経費（賃料） 1.01 1.03 1.04 

共通仮設費 1.02 1.03 1.04 

現場管理費 1.03 1.04 1.06 

 

市場単価 区分 

閉所状況(累計休工日達成率) 

4 週 6休以上 

4 週 7休未満 

(75.0％以上 

87.5％未満) 

4 週 7 休以上 

4 週 8休未満 

(87.5％以上 

100％未満) 

4 週 8 休以上 

 

 

(100％以上) 

経
費
の
補
正
係
数 

鉄筋工  1.01 1.03 1.05 

ガス圧接工  1.01 1.02 1.04 

インターロッキングブ

ロック工 

設置 1.00 1.01 1.02 

撤去 1.01 1.03 1.05 

防護柵設置工（ガード

レール） 

設置 1.00 1.01 1.01 

撤去 1.01 1.03 1.05 

防護柵設置工（ガード

パイプ） 

設置 1.00 1.01 1.01 

撤去 1.01 1.03 1.05 

防護柵設置工（横断・

転落防止柵） 

設置 1.01 1.03 1.04 

撤去 1.01 1.03 1.05 

防護柵設置工（落石防

護柵） 
 1.00 1.01 1.02 

防護柵設置工（落石防

止網） 
 1.01 1.02 1.03 

 

 



名称 区分 

閉所状況(累計休工日達成率) 

4 週 6休以上 

4 週 7休未満 

(75.0％以上 

87.5％未満) 

4 週 7 休以上 

4 週 8休未満 

(87.5％以上 

100％未満) 

4 週 8 休以上 

 

 

(100％以上) 

経
費
の
補
正
係
数 

道路標識設置工 
設置 1.00 1.01 1.01 

撤去・

移設 
1.01 1.03 1.04 

道路付属物設置工 
設置 1.00 1.01 1.02 

撤去 1.01 1.03 1.05 

法面工  1.00 1.01 1.02 

吹付枠工  1.01 1.02 1.03 

鉄筋挿入工（ロックボ

ルト工） 
 1.01 1.02 1.03 

道路植栽工 
植樹 1.01 1.03 1.05 

剪定 1.01 1.03 1.05 

公園植栽工  1.01 1.03 1.05 

橋梁用伸縮継手装置設

置工 
 1.00 1.01 1.02 

橋梁用埋設型伸縮継手

装置設置工 
 1.01 1.02 1.04 

橋面防水工  1.00 1.01 1.02 

薄層カラー舗装工  1.00 1.00 1.01 

グルービング工  1.00 1.01 1.01 

軟弱地盤処理工  1.00 1.01 1.02 

コンクリート表面処理

工（ウォータージェッ

ト工） 
 1.00 1.01 1.01 

 
２． 週休２日の休工の考え方 

週休２日の休工は累計休工日達成率で判断するものとし，累計休工日達成率が 100% 

以上の場合は，週休２日の休工を実施したものとする。 

なお，累計休工日達成率は「実績休工日の累計日数」／「計画休工日の累計日数」

とし，期間は現場施工に着手した日（準備期間は含まない）から現場施工が完了（後

片付け期間は含まない）するまでの間とする。ただし，年末年始６日間，と夏期休暇

３日間，工場製作のみを実施している期間，工事全体を一時中止している期間のほか，

発注者があらかじめ対象外としている内容に該当する期間（受注者の責によらず現場

作業を余儀なくされる期間など）は含まない。 

また，休工日は現場の閉所とし，技術者の内勤は可とする。 



 

※【準備期間】 

施工に先立って行う，労務，資機材の調達，調査，測量，設計照査，現場事務

所の設置等の期間であり，工事の始期から直接工事費に計上されている種別・細

別について工事着手するまでの期間をいう。（ただし，直接工事費に計上されている

作業からは，照査を行うための作業（足場設置等）は除く） 

 
※【後片付け期間】 

施工終了後の自主検査，後片付け，清掃等の期間をいう。 

 

 
※【計画休工日の累計日数】 

計画休工日の累計日数とは、受注者がモデル工事の対象期間中に取得しなけれ

ばならない休工日の累計日数であり、受注者が独自に追加した計画休工日は含ま

ないものとする。 

 

 
 

 
 
 
 


